
 

THIS IS YOUR LIFE ”１年の計は元旦にあり“ 

                    

 

さあ、令和５年、新しい年のスタートです。 

                            

＜質問コーナー＞ 

【Ｑ１】THIS IS YOUR LIFE をご存じですか？ 

【Ａ１】エコデザインベンチャー企業 ホルステ

ィー社のマニフェストが書かれたポスターの

書き出しの一文です。ホルスティー社は、社

員の気持ちを一つにするために、自分達の思

いをマニフェストにしてポスターを作りまし

た。世界中の人たちに共感を呼び、ＳＮＳで

拡散され、多くの人に届きました。 

 私も７年ほど

前にＳＮＳで

このメッセー

ジと出会い、 

毎年、新年を

迎える毎にこ

のメッセージ

を 思 い 返 し

て、新しい年

に向けた抱負

を考えます。 

“ １ 年 の 計 は 元 旦 に あ り ” 

 ちなみに三田西陵高校のグランドデザイン

2022 は、私の校長としてのマニフェストです。 

 

 

忘れてはいけないこと １．１７ 
保護者の皆さまには 28年経ってもなお、忘れる

ことのできない日だと思います。1995 年(平成 7

年)1 月 17 日（火）5時 46 分 52 秒、兵庫県の淡路

島北部（神戸市垂水区）沖の明石海峡を震源とし

た、マグニチュード 7.3 の兵庫県南部地震（阪

神・淡路大震災）が発生し、特に震度７の激震に

見舞われた阪神間（神戸市、芦屋市、西宮市、宝

塚市等）、淡路の一部の地域での被害は甚大で、家

屋等建物の倒壊、火災等により命を失った犠牲者

は 6,434 人にも達しました。震災当時、私は長男

を出産したところで育児休暇中でしたが、当時勤

務していた県立夢野台高校（神戸市長田区）も甚

大な被害を受け、多くの近隣住民の方々が避難さ

れておられました。以前、教頭として勤務してい

た県立芦屋高校（芦屋市）も県立学校の中でも長

く避難所となり、近隣の住民の皆さまと共に乗り

越えてきた軌跡は記録として残され、教職員・生

徒により語り継がれ、次に起こるであろう大地震

（津波）に備えた取組みを地域の方と共に進めて

おりました。毎年、1月 17 日には学校をあげて追

悼の行事を行っていたことが思い出されます。 

本校でも、令和 5年 1月 17 日（火）朝のＳＨＲ

の時間に『１．１７追悼行事』を行います。震災

のことを知らない子どもたちです。どうぞご家庭

でも震災当時の話をしていただき、”命を守る行

動”について考える機会になさってください。 

これはあなたの人生です。 

自分の好きなことをやりなさい。 
そして、どんどんやりなさい。 
何か気に入らないことがあれば、それを変えなさい。 
今の仕事が気に入らなければ、やめなさい。 
時間が足りないのなら、テレビを見るのをやめなさい。 
人生をかけて愛する人を探してるなら、それもやめなさい。 
その人は、あなたが好きなことを始めたときにあらわれま
す。 
考えすぎるのをやめなさい、人生はシンプルです。 
すべての感情は美しい。食事を、ひと口ひと口味わいなさい。 
新しいことや人々との出会いに、心を、腕を、そしてハート
を開きなさい。 
私たちは、お互いの違いで結びついているのです。 
自分のまわりの人々に、何に情熱を傾けているのか聞きなさ
い、そして、その人たちにあなた自身の夢も語りなさい。 
たくさん旅をしなさい。 
道に迷うことで、新しい自分を発見するでしょう。 
ときにチャンスは一度しか訪れません。しっかりつかみなさ
い。 
人生とは、あなたが出会う人々であり、その人たちとあなた
が作るもの。 
だから、待っていないで作りはじめなさい。 
人生は短い。 
情熱を身にまとい、自分の夢を生きよう。 

※公式日本語訳 

1一年のことは年の初めの元日に計画を立てて行うべき

である。物事は初めが大事、しかもしっかりした計画のも

と着実に行えということ。（コトバンク） 

謹賀新年 令和５年もよろしくお願いいたします 

Go for ３Ｅ！ ～保護者の皆さまへ校長メッセージ～ 


